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福島原発事故に伴う放射線被ばくによる生殖器官 

および次世代に対する影響解析 

 

［１］組織 

  代表者：阿部 靖之 

（山形大学大学院理工学研究科） 

  対応者：福本 学 

（東北大学加齢医学研究所） 

 

研究費：物件費8万1千円，旅費1万9千円 

 

［２］研究経過 

（２－１）本研究の目的・概要 

 福島第一原発の事故に伴い放射性物質が拡散し，

生物にどのような影響を与えるのか解答が求められ

ている．特に，生殖巣（卵巣・精巣）および内在す

る生殖細胞（卵子・精子）は，放射線感受性の高い

器官・細胞であることが知られていて，不妊となる

危険性がある．また，生殖細胞のDNA および染色

体に対する障害は，遺伝的影響として子孫に引き継

がれ，奇形などの異常や疾病を発現する．そこで本

共同研究では，放射性物質の長期内部被ばくが人体

に及ぼす影響を知る基盤を樹立することを目的とし

て，福島第一原発の警戒区域内に生息するウシの生

殖器官・細胞について，組織学的解析および培養試

験によって正常性を解析した．また，次世代への影

響を調べるため，被ばく個体に由来する卵子・精子

を体外受精し，作製した受精卵を仮親牛に移植する

ことで，産子を作出した． 

 

（２－２）研究打ち合わせ等の開催状況 

・H25年9月‐H25年11月（合計5回）：福本教授お

よびその研究室メンバーと共同して，警戒区域内の

ウシに由来する産子を作出し，臓器を採取した． 

・H26年3月1，2日：被災動物プロジェクトミーテ

ィングに参加し，成果を発表した．  

 

［３］成果 

（３－１）研究成果 

本年度は，以下に示す研究成果を得た． 

１．卵子の発育能 

卵巣組織は，HEおよびTUNEL，ki67染色によって形

態的正常性およびアポトーシス，細胞増殖を観察し 

 

た．その結果，卵胞はいずれの発育ステージにおい

ても正常な形態を維持し，アポトーシス率は 1.0％

と低く（表１），顆粒層細胞において細胞増殖が確認

された（図１）．さらに卵胞から卵子を吸引採取する

ことで，十分に発育した卵子が多数（1 頭当たり約

17個）得られた．また，それらの卵子を体外成熟後

に受精・発育することで，受精能を有することが確

認され，さらに10個体から胚盤胞が得られた．しか

し，受精率および胚盤胞到達率はそれぞれ54.9％お

よび10.5％であり，食肉処理場由来の卵子と比較し

て低率であった（受精率，約 80％；胚盤胞到達率，

約 20％）．これらの理由として，胚盤胞が得られた

個体の生息地は広範囲にわたっていること，血中の

放射性セシウム濃度は個体間で大きな差異が見られ

たことなどから，放射線被ばくの影響は小さいと推

察され，ドナー牛が飼料不足によって栄養状態が極

めて悪かったことや，卵巣の採取条件（温度など）

が起因しているのではないかと考えている． 

表1．TUNEL染色によるアポトーシス卵胞数

個体数 卵胞ステージ

原始 一次 二次 胞状

陽性 1 0 0 1 0

陰性 11 42 9 18 28
 

 

 
図１．卵巣のki67染色像．矢印は卵胞、茶褐色に染

色された細胞は増殖期の細胞を示す． 

 

２．被災ウシから得られた生殖細胞由来の

産子作出 

 生殖細胞やそれに由来する産子の発育や突然変異

等に及ぼす影響を解析することを目的として，警戒

区域内のウシから得られた生殖細胞について，体外



 

受精により作出した受精卵を，宮城県畜産試験場に

て10頭のレシピエント牛に移植し，５頭の産子を作

出した． 

 

（３－２）波及効果と発展性など 

 これまで，放射性物質内部被ばくの評価を正確に

行うための尺度となるような系統だった試料のアー

カイブの構築は行われていない．本研究では，福島

第一原発の警戒区域内の被災家畜から，卵子・精子

を含む生殖器官を採取し影響を解析することで，出

生や次世代の異常に関係する問題を明らかにするこ

とができる．この成果は，福島県の復興，除染，健

康調査等のための基礎的なデータともなる．現在，

医・工・農・理・歯学など多くの分野の研究者が連

携し影響の解析を進めている． 

 

［４］成果資料 

（１）論文 
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（２）学会発表 
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3. 荒木至，柏渕将輝，小圷泰輝，佐藤隆司，阿部宏

之，阿部靖之．ウシ精子における受精能と運動パ
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潟）．2013年9月9，10日．講演要旨集 p11． 

4. 阿部靖之，山城秀昭，及川俊徳，福田智一，木野
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